
一
般
家
庭
用
の

集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん

事
業
所
ご
み
の
処
理
方
法

成
田
地
区︵
下
総
・
大
栄
地
区
を
除
く
︶

の
事
業
所
は

分
別
方
法
＝「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
ビ
ニ
ー

ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
ビ
ン
・
カ

ン
・
ガ
ラ
ス
」「
金
物
・
陶
磁
器
類
」に

分
別
し
、
半
透
明
の
業
務
用
ご
み
袋

を
使
用

処
理
方
法

◦
ご
み
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
場

合（「
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
」は
直
接
搬
入
で
き
な
い
の
で
、

委
託
す
る
こ
と
）

・「
燃
や
せ
る
ご
み
」…
い
ず
み
清
掃
工

場（
☎
36
‐
1
6
8
9
）へ

・「
ビ
ン
・
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
」「
金
物
・

陶
磁
器
類
」…
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
36
‐
1
0
0
0
）へ

◦
許
可
業
者
に
委
託
す
る
場
合

・
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
へ

下
総
・
大
栄
地
区
の
事
業
所
は

分
別
方
法
＝「
可
燃
ゴ
ミ
」「
ビ
ン
・
カ
ン
」

「
不
燃
ゴ
ミ
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」に
分

別
し
、
半
透
明
の
ご
み
袋
を
使
用

処
理
方
法

◦
ご
み
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
場

合（
下
総
・
大
栄
支
所
農
産
土
木
課

で
配
布
す
る
搬
入
券
が
必
要
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
直
接
搬
入
で
き
な
い

の
で
、
委
託
す
る
こ
と
）

・「
可
燃
ゴ
ミ
」「
ビ
ン
・
カ
ン
」「
不
燃
ゴ

ミ
」…
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
4
7
8
‐
59
‐
2
1
4
8
）へ

◦
許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
場
合

・
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者（
下
総
・
大
栄
地
区
の
業
者
）へ

産
業
廃
棄
物
は

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る「
産
業

廃
棄
物
」は
、
市
で
は
処
理
で
き
ま
せ

ん
。

　

事
業
者
自
ら
処
理
す
る
か
、
県
の
許

可
を
受
け
た「
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
」

に
委
託（
有
料
）す
る
な
ど
適
正
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
県
北
総

県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
環
境
保
全
課（
☎

0
4
3
‐
4
8
3
‐
1
1
3
8
）ま
た

は
県
環
境
生
活
部
資
源
循
環
推
進
課

事
業
推
進
室（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐

2
6
5
6
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）7
月
24
日

ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送（
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
）は
終
了
し
、
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
で
は
テ
レ
ビ
放
送（
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
）を
視
聴
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に

は
次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
へ

の
買
い
替
え

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴

　

①
、
②
に
つ
い
て
は
、
U
H
F
ア
ン

テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先
は
次
の
通
り
で
す
。

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

◦
☎
0
5
7
0
‐
07
‐
0
1
0
1（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
☎
03
‐
4
3
3
4
‐
1
1
1
1（
I
P

電
話
や
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が

ら
な
い
場
合
。
午
前
9
時
〜
午
後
9

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
6

時
ま
で
））

※
く
わ
し
く
は︵
社
︶デ
ジ
タ
ル
放
送

推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵http://

w
w
w
.dpa.or.jp

︶を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

成
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8
月
10

日（
日
）〜
17
日（
日
）ま
で
の
間
、
し
尿

や
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理
す
る
沈
殿
槽
の

補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
市
内
全
域
で
、
く
み

取
り
便
所
の
く
み
取
り
や
浄
化
槽
の
清

掃
作
業
が
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
お
盆
前

は
、く
み
取
り
依
頼
が
集
中
す
る
た
め
、

希
望
日
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
業
者
へ
早
め
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

地
デ
ジ
へ
の
切
り
換
え
が

必
要
で
す

テ
レ
ビ
放
送

お
盆
前
の
く
み
取
り
は

早
め
に
依
頼
を

成
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

ケ
ー
タ
イ
か
ら
の 

通
報
に
も
対
応

　

8
月
1
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

N
T
T
の
固
定
電
話
の
ほ
か
に
も
、
携

帯
電
話
な
ど
か
ら
の
1
1
9
番
緊
急
通

報
の
発
信
場
所
を
特
定
で
き
る「
位
置

情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」が
運
用
開
始
し

ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
電
話
＝
第
3
世

代
機
種
の
携
帯
電
話
、
I
P
電
話
、

N
T
T
以
外
の
固
定
電
話（
0
5
0

で
始
ま
る
も
の
以
外
）

　

位
置
情
報
が
十
分
確
認
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
た
め
、
1
1
9
番
通
報
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
口
頭
で
住
所
な
ど

の
通
報
位
置
や
目
印
と
な
る
目
標
物
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
1
8
4
」

で
の
発
信
者
番
号
非
通
知
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い（
こ
の
場
合
で
も
、
消
防
本

部
な
ど
で
緊
急
に
位
置
情
報
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、
位
置
情

報
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

※
携
帯
電
話
の
対
象
機
種
な
ど
に
つ

い
て
は
、
各
事
業
者
へ
。
く
わ
し

く
は
市
消
防
本
部
通
信
指
令
課︵
☎

20
︲
1
5
9
3
︶へ
。

1
1
9
番
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
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せ
ん
、
利
子
補
給（
借
入
額
30
万
円
を

限
度
）を
し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
の
接
続
は
市
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
、
衛
生
上
と
て
も

大
切
な
工
事
で
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た

基
準
に
従
っ
て
正
し
く
施
工
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
工
事
は
市
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
、
施
工
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課︵
☎
20
︲

1
5
5
3
︶へ
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
が
6
月
29
日
に
告
示
さ
れ
、
同

日
、
各
選
挙
区
の
立
候
補
の
受
け
付
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
選
挙
区
で
立
候

補
の
届
け
出
が
定
数
で
し
た
の
で
、
無

投
票
で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し

い
農
業
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称

略
）

●
第
1
選
挙
区
…
吉
田
三
男（
宝
田
）、

石
原
輝
夫（
不
動
ヶ
岡
）、
宍
倉
日

出
夫（
台
方
）、
清
宮
茂
樹（
松
崎
）、

仲
山
綾
夫（
船
形
）

●
第
2
選
挙
区
…
伊
藤
勝（
新
妻
）、

荒
居
稔（
小
泉
）、
海
保
博（
幡
谷
）、

石
井
賢
二（
竜
台
）、
佐
久
間
勇（
北

羽
鳥
）、
龍
﨑
文
雄（
川
栗
）、
小
池

利
道（
三
里
塚
）

●
第
3
選
挙
区
…
菅
澤
一
郎（
倉
水
）、

岩
立
隆（
西
大
須
賀
）、
根
本
喜
久

治（
高
）

●
第
4
選
挙
区
…
秋
山
哲
也（
吉
岡
）、

金
岡
二
三
克（
奈
土
）、
西
野
潤
志
郎

（
大
栄
十
余
三
）、
宇
佐
美
薫（
所
）、

大
里
操（
村
田
）、
木
下
敏（
前
林
）、

小
林
典
男（
松
子
）

　

ま
た
、
農
業
委
員
は
選
挙
で
選
ば
れ

た
委
員（
22
人
）の
ほ
か
、
市
長
が
選
任

す
る
、
議
会
推
薦
委
員（
4
人
）と
農
業

協
同
組
合
・
農
業
共
済
組
合
・
土
地
改

良
区
推
薦
委
員（
各
1
人
）の
、
計
29
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
薦
委
員
は

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
議
会
推
薦
…
大
越
弘
一（
柴
田
）、
大

倉
富
重
雄（
不
動
ヶ
岡
）、
青
野
勝

行（
野
毛
平
）、
越
川
富
治（
公
津
の

杜
）

●
農
業
協
同
組
合
推
薦
…
鵜
澤
惠
治

（
赤
荻
）

●
農
業
共
済
組
合
推
薦
…
岩
澤
貞
男

（
十
余
三
）

●
土
地
改
良
区
推
薦
…
鈴
木
清（
猿
山
）

※
く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

︵
☎
22
︲
1
1
1
1
内
線
3
1
5
2
︶

ま
た
は
農
業
委
員
会︵
☎
20
︲
1 

5 

7 

3
︶へ
。

　

農
業
用
施
設
の
用
排
水
路
な
ど
に
お

け
る
人
身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

休
日
や
夏
休
み
期
間
に
つ
い
て
は
、
幼

児
、
児
童
の
水
難
事
故
が
多
発
し
て
お

り
大
変
危
険
で
す
。
用
排
水
路
や
水
門
、

揚
排
水
機
場
な
ど
で
は
子
ど
も
た
ち
が

遊
ば
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1 

5 
4 

2
︶へ
。

　

道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車

は
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
地
域
の
美
観
を
損
ね
ま
す
。
市
で

は
、「
成
田
市
放
置
自
動
車
の
発
生
の
防

止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
放
置
自
動
車
の
調
査
を
行
い
、

所
有
者
・
使
用
者
へ
早
急
な
移
動
を
指

導
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
と
な
っ
た
自
動
車
は
廃
車

手
続
き
を
す
る
な
ど
、
適
切
に
処
分
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

　

夏
は
、
水
の
使
用
量
が
最
も
多
く
な

る
季
節
で
す
。
水
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
8

月
1
日
が「
水
の
日
」に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

水
は
貴
重
な
資
源
で
す
。
水
を
使
う

と
き
は
節
水
を
心
掛
け
、
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部︵
☎
22
︲
0 

2
6
9
︶へ
。

　

公
共
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
以
前
か

ら
使
用
し
て
い
る
浄
化
槽
ト
イ
レ
や
く

み
取
り
便
所
を
、
公
共
下
水
道
に
直
接

流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
3

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ

と
が
、
下
水
道
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。処
理
区
域
内
の
土
地
所
有
者
、

使
用
者
ま
た
は
占
有
者
は
、
な
る
べ
く

早
く
台
所
や
風
呂
、洗
濯
な
ど
の
汚
水
、

雑
排
水
を
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
排

水
設
備
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
供
用
開
始
公
示
後
1
年
以
内

の
工
事
で
あ
れ
ば
、
3�

0
、0
0
0
円

（
公
示
後
1
年
を
超
え
3
年
以
内
の
工

事
で
あ
れ
ば
、
2�

5
、0
0
0
円
）の
改

造
資
金
補
助
金
助
成
や
、
融
資
の
あ
っ

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は

3
年
以
内
に

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

届
け
出
が
定
数
の
た
め

無
投
票
で

農
業
委
員
会
新
委
員

小
さ
い
お
子
さ
ん
を

付
近
で
遊
ば
せ
な
い
で

農
業
用
施
設

所
有
者
は

適
正
な
処
分
を

使
用
済
み
自
動
車

水
は

貴
重
な
資
源
で
す

8
月
1
日
は
水
の
日

（7月1日～15日）

市 長 日 誌

1日  社会を明るくする運動街頭啓発運動
  加良部小学校スナッグゴルフ全国

大会出場壮行会
5日 成田赤十字病院市民公開講座
6日  成田空港周辺地域親睦スポーツ大

会（小学生サッカーの部）
 印旛郡市PTAバレーボール大会
 成田祇園祭
8日  香取広域市町村圏事務組合議会臨

時会
10日 原水爆禁止国民平和大行進
 成田市防火協会総会
11日  成田国際空港警察署管内防犯協会

総会
12日  成田市PTA運営研修会・教育講演会
 ニュースポーツフェスタIN成田
  成田市長杯グランドバレーボール

大会
13日  千葉県スポーツ少年団成田市卓球

交流大会
14日 成田市建設工事表彰式
 成田市民運動会実行委員会
15日  「小さな親切」運動成田市支部総会
  一般国道51号整備促進期成同盟総会

加良部小壮行会で児童を激励する小泉市長
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市
で
は
、
希
望
す
る
市
民
に
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

顔
写
真
の
入
っ
た
も
の
と
入
ら
な
い

も
の
の
2
種
類
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

写
真
は
、
上
半
身
、
無
帽
、
正
面
、
無

背
景
で
、
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
縦

45
㎜
×
横
35
㎜
の
も
の
を
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
手
続
き
時
に
市
民
課
で
撮
影

し
ま
す
。

申
請
時
に
は
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

申
請
の
際
に
は
、
申
請
者
本
人
が
窓

口
に
来
て
い
た
だ
き
、
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど（
官
公
署
が
発
行
し

た
写
真
入
り
の
証
明
書
）で
本
人
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。
証
明
書
な
ど
が
な

い
人
は
、
郵
便
に
よ
り
照
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
即
日
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

後
日
、
再
度
来
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

交
付
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
交
付
時
に
は
、
数
字
4
桁
か

ら
な
る
暗
証
番
号
を
、
本
人
が
住
基

カ
ー
ド
に
設
定
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
は

5
0
0
円
、
有
効
期
限
は
カ
ー
ド
を
発

行
し
た
日
か
ら
10
年
で
す
が
、
市
外
に

転
出
し
た
と
き
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
で
転
居
し
た
場
合
は
住
所

の
修
正
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
課
、

下
総
・
大
栄
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い（
赤
坂
・
遠
山
市

民
課
分
室
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
）。

住
基
カ
ー
ド
交
付
後
の
サ
ー
ビ
ス

◦
付
記
転
出
入
の
特
例
処
理
…
住
基

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
特

例
の
転
出
届（
付
記
転
出
）を
前
の

市
町
村
に
郵
送
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
転
出
証
明
書
な
し
に
新
し
い

市
町
村
窓
口
で
転
入
届（
付
記
転
入

届
）を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◦
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
…
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
行
政
手
続

き
を
安
全
に
行
う
た
め
に
使
用
す

る
、「
電
子
証
明
書
」の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は

5
0
0
円
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1 

5 

2 

5
︶へ
。

　

最
低
賃
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

①
地
域
別
最
低
賃
金
決
定
の
際
、
生
活

保
護
施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
す

る
②
地
域
別
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
が

支
払
わ
れ
な
い
場
合
の
罰
金
の
上

限
額
を
、
2
万
円
か
ら
50
万
円
に

引
き
上
げ
る

③
産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
が
あ
っ

た
場
合
、
労
働
基
準
法
の
規
定
が

適
用
さ
れ
、
罰
金
の
上
限
額
が

30
万
円
に（
地
域
別
最
低
賃
金
未
満

の
賃
金
し
か
支
払
わ
れ
な
い
場
合

は
、
50
万
円
）

④
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先

の
地
域（
産
業
）の
最
低
賃
金
を
適

用
⑤
最
低
賃
金
額
表
示
が
時
間
額
の
み
に

⑥
適
用
除
外
規
定
を
見
直
す

※
く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室︵
☎
0
4
3
︲
2
2
1
︲

2
3
2
8
︶ま
た
は
成
田
労
働
基
準

監
督
署︵
☎
22
︲
5
6
6
6
︶へ
。

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の
労
働

者
と
使
用
者
の
間
の
労
働
条
件
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
、
迅
速
な

解
決
を
お
手
伝
い
す
る「
個
別
的
労
使

紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
組
合
と
使
用
者
間
の
労
働

争
議
の
調
整
を
行
い
、
安
定
し
た
労
使

関
係
の
構
築
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
県
労
働
委
員
会
事

務
局︵
☎
0
4
3
︲
2
3
1
︲
2 

1
3
1
へ
。

　

中
退
共
制
度（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
）は
、
退
職
金
制
度
を
持
つ
こ

と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
相
互
共
済

と
国
の
援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。

制
度
の
特
色

◦
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

◦
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
可
能

◦
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
と
し
て
全
額
非
課
税

◦
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え

◦
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払
う
た

め
管
理
が
簡
単

掛
金
の
種
類
＝
月
額
5
、
0
0
0
円
〜

3�

0
、0
0
0
円
の
16
種
類（
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
は
、
2
、
0
0
0

円
・
3
、
0
0
0
円
・
4
、
0
0
0

円
の
特
例
掛
金
で
加
入
可
能
）

加
入
の
手
続
き
＝
所
定
の
申
込
書（
金

融
機
関
に
あ
り
ま
す
）に
記
入
・
押

印
の
上
、
金
融
機
関
ま
た
は
委
託

事
業
主
団
体
に
提
出

成
田
市
独
自
の
補
助
金
制
度

　

市
で
は
独
自
の
補
助
制
度（
共
済

制
度
に
加
入
し
た
月
か
ら
12
カ
月
は

20
％
、
13
カ
月
〜
60
カ
月
は
10
％
で
、

一
人
に
付
き
年
額
1�

2
、0
0
0
円
が

上
限
）が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は︵
独
︶勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
相
談
コ
ー
ナ
ー︵
☎
03
︲

3
4
3
6
︲
4
3
5
1
︶へ
。
市
独

自
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、
く
わ

し
く
は
商
工
課︵
☎
20
︲
1
6
2
2
︶

へ
。

さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

適
正
な
労
働
環
境
を

守
る
た
め
に

最
低
賃
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

中
小
企
業
で

働
く
人
の
た
め
に

中
退
共
制
度

労
働
条
件
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

作業日 予定地区 予定時間

8月4日（月） 並木町（成瀬台・野沢台）地区 午後11時

～

翌午前5時8月5日（火） 並木町（成瀬台・日本松）地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　市水道部では水質維持のため、次の通り水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますのでご了承
ください。受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

7月の水道水の排水作業
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